
(57)【要約】

【課題】ヒータの（許容公差内での）ばらつきに影響さ

れることなく、適正なヒータ出力が得られる定着制御装

置を提供する。

【解決手段】ヒータ３及び温度検出素子２を有する定着

ユニット１と、適正なヒータ出力を得るために一定の制

御時間内でのヒータの点灯デューティを可変とする制御

手段５とを備えた定着制御装置において、制御手段５は

、使用環境での最適なヒータ通電制御を実現するため、

ヒータ点灯デューティの補正処理を行う。具体的には、

ある決められた条件下での温度－時間特性を求め、その

傾きに合わせヒータ点灯デューティを補正し、ヒータ３

の出力ばらつき（公差）に関わらず常に最適なヒータ出

力を得る。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ヒ ー タ 及 び 温 度 検 出 素 子 を 有 す る 定 着 ユ ニ ッ ト と 、 適 正 な ヒ ー タ 出 力 を 得 る た め に 一 定 の
制 御 時 間 内 で の ヒ ー タ の 点 灯 デ ュ ー テ ィ を 可 変 と す る 制 御 手 段 と 、 を 備 え た 定 着 制 御 装 置
に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 使 用 環 境 で の 最 適 な ヒ ー タ 通 電 制 御 を 実 現 す る た め 、 ヒ ー タ
点 灯 デ ュ ー テ ィ の 補 正 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 定 着 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 定 着 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 あ る 決 め ら れ た 条 件 下 で の 温 度
－ 時 間 特 性 を 求 め 、 該 温 度 － 時 間 特 性 の 傾 き に 合 わ せ ヒ ー タ 点 灯 デ ュ ー テ ィ を 補 正 し 、 ヒ
ー タ の 出 力 ば ら つ き に 関 わ ら ず 常 に 最 適 な ヒ ー タ 出 力 を 得 る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
定 着 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 複 写 機 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 プ リ ン タ 等 の 画 像 形 成 装 置 に 使 用 さ れ る 定 着 ユ ニ ッ ト
が 有 す る ト ナ ー 定 着 用 の ヒ ー タ を 通 電 制 御 す る 定 着 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 ヒ ー タ を 用 い た 定 着 ユ ニ ッ ト を 有 す る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 あ る 定 め ら れ た 制 御
時 間 内 の ヒ ー タ の 点 灯 時 間 （ 点 灯 デ ュ ー テ ィ ） を 可 変 と す る こ と で 適 正 な ヒ ー タ 出 力 を 得
る 。 即 ち 、 素 早 く 且 つ 不 必 要 な オ ー バ ー シ ュ ー ト を 生 じ ず ヒ ー タ を 設 定 温 度 に 到 達 ・ 維 持
さ せ る と い う 制 御 方 法 が 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 。
例 え ば 、 定 着 ユ ニ ッ ト 内 の 温 度 検 出 素 子 が 取 り 付 け ら れ て い る 位 置 の 温 度 が あ ら か じ め 定
め ら れ た 設 定 温 度 と な る よ う ヒ ー タ 点 灯 を 制 御 す る 場 合 、 設 定 温 度 と 現 在 温 度 と の 差 分 量
か ら 比 例 定 数 を 掛 け た 量 で 点 灯 時 間 を 決 め る Ｐ （ 比 例 ） 制 御 、 温 度 推 移 も 考 慮 す る Ｐ Ｉ （
比 例 ・ 積 分 ） 制 御 、 時 間 応 答 も 考 慮 す る Ｐ Ｉ Ｄ （ 比 例 ・ 積 分 ・ 微 分 ） 制 御 な ど 、 一 般 的 に
公 知 の 自 動 制 御 の 手 法 を 適 用 し た 例 が 多 々 あ る 。
し か し な が ら こ れ ら の 制 御 で は 、 制 御 系 を 構 成 す る 要 素 毎 の ば ら つ き は 考 慮 さ れ て い な い
た め 、 商 品 と し て の 設 計 を す る 場 合 、 ば ら つ き 公 差 を 考 慮 し た 余 裕 度 の 高 い 制 御 系 を 設 計
す る か 、 ば ら つ き を 検 知 し て 補 正 す る 制 御 系 を 設 計 す る か の 、 ど ち ら か が 選 択 さ れ る 。 後
者 の 場 合 、 種 々 様 々 な 検 討 が 行 わ れ て お り 、 多 く の 技 術 が 発 表 さ れ て い る 。
定 着 ヒ ー タ 制 御 に 関 連 し て 、 特 開 平 ５ － １ ０ ０ ７ ５ ５ 号 公 報 （ 特 許 第 ２ ８ ６ ７ ７ ６ ６ 号 ）
に は 、 通 電 開 始 か ら 制 御 温 度 ま で の 温 度 上 昇 率 を 算 出 し 、 あ ら か じ め 用 意 さ れ た 制 御 パ タ
ー ン を 選 択 す る こ と で 、 ヒ ー タ 抵 抗 値 の ば ら つ き を 補 正 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の
技 術 で は 、 補 正 デ ー タ の 収 集 時 は 補 正 制 御 で き な い の で 、 例 え ば 、 朝 一 の 電 源 Ｏ Ｎ 時 は 補
正 制 御 が 働 か な い こ と に な る 。
ま た 特 開 平 １ ０ － １ ６ １ ４ ６ ６ 号 公 報 に は 、 サ ー ミ ス タ 出 力 の 時 間 遅 れ 対 策 の た め に 昇 温
勾 配 を 測 定 し て 、 サ ー ミ ス タ 出 力 を 補 正 し て い る こ と を 前 提 と し 、 そ の 昇 温 勾 配 に よ り 入
力 電 圧 の 変 動 を 検 知 し 、 ヒ ー タ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ デ ュ ー テ ィ を 補 正 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い
る 。 こ の 技 術 も 補 正 デ ー タ の 収 集 時 は 補 正 制 御 で き な い の で 、 例 え ば 、 朝 一 の 電 源 Ｏ Ｎ 時
は 補 正 制 御 が 働 か な い こ と に な る 。
ま た 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ７ ９ ４ ２ 公 報 に は 、 所 定 時 間 内 に お け る ヒ ー タ 点 灯 時 間 と 温 度 上
昇 デ ー タ か ら 温 度 制 御 方 式 を 求 め 、 こ れ に よ り 、 熱 定 着 装 置 の 熱 伝 導 性 な ど の 特 性 ば ら つ
き に 対 し 、 適 正 な 温 度 制 御 が 可 能 と な り 、 熱 定 着 装 置 の 交 換 を さ れ て も 常 に 最 適 な 温 度 制
御 が 実 現 で き る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 技 術 で は 制 御 を 行 う マ イ コ ン の 負 荷 が 非 常 に
重 い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ０ ０ ７ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ６ １ ４ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ７ ９ ４ ２ 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ こ で 、 上 記 点 灯 デ ュ ー テ ィ を 決 定 す る 際 の 定 数 は 通 常 ヒ ー タ の 定 格 出 力 に よ り 定 め ら れ
て お り 、 ヒ ー タ の （ 許 容 公 差 内 で の ） ば ら つ き な ど に よ っ て は 狙 い の ヒ ー タ 出 力 が 得 ら れ
な い と い う 不 具 合 が 生 じ る 。
本 発 明 で は 、 ヒ ー タ の （ 許 容 公 差 内 で の ） ば ら つ き に 影 響 さ れ る こ と な く 、 適 正 な ヒ ー タ
出 力 が 得 ら れ る 定 着 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 ヒ ー タ 及 び 温 度 検 出 素 子 を 有 す る 定
着 ユ ニ ッ ト と 、 適 正 な ヒ ー タ 出 力 を 得 る た め に 一 定 の 制 御 時 間 内 で の ヒ ー タ の 点 灯 デ ュ ー
テ ィ を 可 変 と す る 制 御 手 段 と を 備 え た 定 着 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 使 用 環 境
で の 最 適 な ヒ ー タ 通 電 制 御 を 実 現 す る た め 、 ヒ ー タ 点 灯 デ ュ ー テ ィ の 補 正 処 理 を 行 う 定 着
制 御 装 置 を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 定 着 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 あ る 決
め ら れ た 条 件 下 で の 温 度 － 時 間 特 性 を 求 め 、 該 温 度 － 時 間 特 性 の 傾 き に 合 わ せ ヒ ー タ 点 灯
デ ュ ー テ ィ を 補 正 し 、 ヒ ー タ の 出 力 ば ら つ き （ 公 差 ） に 関 わ ら ず 常 に 最 適 な ヒ ー タ 出 力 を
得 る よ う に し た 定 着 制 御 装 置 を 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る
定 着 制 御 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。 本 定 着 制 御 装 置 は 、 定 着 ユ ニ ッ ト １ 、 ベ ー ス エ ン ジ ン
コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ 以 下 Ｂ Ｃ Ｕ ） ４ 、 Ａ Ｃ 制 御 板 ６ を 備 え て い る 。
定 着 ユ ニ ッ ト １ 内 に は 制 御 対 象 で あ る ヒ ー タ ３ 及 び 温 度 検 出 素 子 ２ を 備 え て お り 、 ヒ ー タ
３ は Ａ Ｃ 制 御 板 ６ が 有 す る ト ラ イ ア ッ ク の よ う な 双 方 向 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ７ 、 図 示 し て い
な い が 安 全 回 路 と し て の 電 流 検 知 ヒ ュ ー ズ 等 を 介 し 、 商 用 交 流 電 源 ８ に 接 続 さ れ て い る 。
ス イ ッ チ ン グ 素 子 ７ の ド ラ イ ブ に は 入 出 力 の 絶 縁 さ れ た フ ォ ト カ プ ラ 等 が よ く 用 い ら れ 、
２ 次 側 電 源 で 動 作 す る Ｃ Ｐ Ｕ ５ に よ り Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 さ せ る 。 図 １ 中 で は Ｃ Ｐ Ｕ ５ は Ｂ
Ｃ Ｕ ４ に 搭 載 さ れ て い る 。
一 方 温 度 検 出 素 子 ２ は 、 定 着 ユ ニ ッ ト １ の 図 示 し な い ロ ー ラ 表 面 （ ベ ル ト 表 面 ） 近 傍 に 配
置 さ れ て お り 、 一 般 的 に は 安 価 な サ ー ミ ス タ が 用 い ら れ て い る 。 以 後 サ ー ミ ス タ を 例 に 説
明 す る 。 サ ー ミ ス タ ２ は 検 出 温 度 に よ り 抵 抗 値 が 変 化 す る 特 性 を 有 し て お り 、 検 出 温 度 を
電 圧 変 換 す る 。 こ の 電 圧 値 は Ｂ Ｃ Ｕ ４ に 搭 載 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ ５ の Ａ ／ Ｄ 入 力 に 取 り 込 ま れ 、
Ｃ Ｐ Ｕ ５ は こ の 電 圧 値 か ら ロ ー ラ 表 面 （ ベ ル ト 表 面 ） 温 度 を 判 断 す る 。
以 上 の よ う な 制 御 系 の 構 成 に よ り 、 定 着 ユ ニ ッ ト １ の ロ ー ラ （ ベ ル ト ） 表 面 温 度 が あ ら か
じ め 決 め ら れ た 設 定 温 度 に 推 移 で き る よ う 、 ま た は 保 持 で き る よ う 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ が ヒ ー タ ３
を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
以 下 、 定 着 制 御 （ ヒ ー タ 通 電 制 御 ） に つ い て 説 明 す る 。 基 本 的 に は 前 述 し た よ う に 公 知 の
自 動 制 御 技 術 を 用 い る 。 例 え ば Ｐ 制 御 を 例 に す る と 、 ま ず サ ー ミ ス タ ２ に よ っ て 温 度 を 検
知 し 、 そ の 検 知 温 度 と 設 定 目 標 温 度 と の 差 分 を 求 め 、 そ の 差 分 に 比 例 定 数 Ｋ ｐ を 掛 け た 値
に よ り ヒ ー タ ３ の 点 灯 デ ュ ー テ ィ （ 時 間 ） を 決 定 す る こ と に な る 。
図 ３ を 用 い て 説 明 す る と 、 あ る 制 御 単 位 時 間 ｔ ０ ご と に サ ー ミ ス タ 温 度 を 検 知 し 、 ｔ ０ サ
イ ク ル 中 の 何 ％ の 時 間 （ ｔ １ 、 ｔ ２ 、 ｔ ３ 、 … ・ ） を 点 灯 さ せ る か の 値 を 算 出 し 、 Ｏ Ｎ ／
Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 す る こ と に な る 。 こ の と き 、 設 定 温 度 と の 差 が 大 き い ほ ど 点 灯 時 間 は 長 く な り
、 設 定 温 度 と の 差 が 小 さ い ほ ど 点 灯 時 間 は 短 く な る 。 な お 制 御 単 位 時 間 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ 性 能 、
点 灯 時 間 の 必 要 設 定 分 解 能 か ら 決 ま る こ と に な る 。
以 上 は 、 基 本 制 御 を Ｐ 制 御 と し た 場 合 で あ る が 、 制 御 系 は そ の ま ま で 、 マ イ コ ン に よ り 温
度 推 移 、 温 度 変 化 率 も 考 慮 し て 点 灯 デ ュ ー テ ィ を 決 め れ ば 、 Ｐ Ｉ 制 御 、 Ｐ Ｉ Ｄ 制 御 と な る
。
こ れ ら は 従 来 の 技 術 と し て 確 立 さ れ た も の で あ る が 、 そ れ ぞ れ の 制 御 の 定 数 Ｋ ｐ ， Ｋ ｉ ，
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Ｋ ｄ の 設 計 と し て は 、 制 御 系 を 構 成 す る 要 素 の 持 つ 公 差 （ ば ら つ き ） を 考 慮 し て な さ れ る
の が 一 般 的 で あ る 。 し か し な が ら 、 そ の 考 慮 に よ り 発 生 す る ば ら つ き は 、 制 御 操 作 の 対 象
に 掛 か っ て く る こ と に な り 、 す な わ ち 本 制 御 系 で は ヒ ー タ 点 灯 時 間 （ 供 給 す る ヒ ー タ 熱 量
） が 装 置 ご と に ば ら つ く こ と に な る こ と は 前 述 し た 通 り で あ る 。
本 発 明 で は 、 上 記 の よ う な 制 御 系 要 素 の ば ら つ き が 制 御 操 作 量 に 影 響 な い よ う 補 正 す る も
の で あ り 、 具 体 的 に は 、 制 御 系 要 素 の 一 つ で あ る ヒ ー タ 出 力 の ば ら つ き （ 公 差 ） に よ っ て
、 ヒ ー タ 出 力 （ ヒ ー タ 熱 量 ） が 変 動 し な い よ う 補 正 す る も の で あ る 。 以 下 、 図 ２ を 用 い て
補 正 の た め の 制 御 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 で は 、 そ の 使 用 環 境 で の 最 適 な 制 御 を 実 現 す る た め 、 ヒ ー タ 点 灯 デ ュ ー テ ィ に 補 正
処 理 を 行 う の だ が 、 そ の 補 正 処 理 の た め の 事 前 デ ー タ 収 集 を 行 う 調 整 モ ー ド を 用 意 し て い
る 。 図 ２ は 、 そ の 調 整 モ ー ド 時 の 定 着 ユ ニ ッ ト １ 内 の サ ー ミ ス タ ２ の 検 知 温 度 － 時 間 特 性
を 示 し て い る 。 動 作 と し て は ま ず ヒ ー タ ３ を Ｏ Ｎ さ せ 、 サ ー ミ ス タ 検 知 温 度 が あ る 温 度 か
ら あ る 温 度 に 到 達 す る ま で の 時 間 を カ ウ ン ト し 、 ヒ ー タ ３ を Ｏ Ｆ Ｆ さ せ て い る 。
図 ２ の 例 で は 、 ５ ０ ℃ か ら １ ０ ０ ℃ ま で の 温 度 推 移 時 間 を 計 測 し て お り 、 ヒ ー タ Ｏ Ｎ 後 、
サ ー ミ ス タ 検 知 温 度 を Ｃ Ｐ Ｕ ５ が 監 視 し て お り 、 ５ ０ ℃ を 検 知 後 Ｃ Ｐ Ｕ ５ 内 の タ イ マ を ス
タ ー ト さ せ 、 １ ０ ０ ℃ 検 知 で タ イ マ ス ト ッ プ 、 ヒ ー タ Ｏ Ｆ Ｆ と し て い る 。 そ の 計 測 さ れ た
時 間 と し て は ｔ ＝ ｂ － ａ と な る 。
な お 、 こ の 調 整 モ ー ド で の ヒ ー タ 出 力 は 固 定 の デ ュ ー テ ィ と し て お く 必 要 が あ り 、 そ の デ
ュ ー テ ィ と し て は 、 サ ー ミ ス タ ２ の 検 知 温 度 の 推 移 が 図 ２ の よ う な １ 次 直 線 と な る デ ュ ー
テ ィ を 選 択 す る 。 ま た 、 図 ２ 中 ５ ０ ℃ － １ ０ ０ ℃ 間 の 時 間 を 測 定 し て い る が 、 サ ー ミ ス タ
２ の 特 性 と し て 、 温 度 ― 電 圧 の 特 性 が リ ニ ア で 誤 差 の 少 な い 区 間 で あ れ ば 問 題 な い 。
こ の よ う な 設 定 下 で 計 測 さ れ た 時 間 ｔ は 、 あ ら か じ め 測 定 し て お い た ヒ ー タ 出 力 公 差 ± ０
品 ： Ｗ ０ で の 温 度 推 移 時 間 ｔ ０ よ り 、 公 差 を 含 ん だ ヒ ー タ ３ で の 出 力 Ｗ が 、 下 式 よ り 求 ま
る 。
Ｗ ＝ ａ ・ （ ｔ ０ ／ ｔ ） ・ Ｗ ０ 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
こ こ で 、 ａ は 任 意 定 数 と な っ て い る が 、 ヒ ー タ 出 力 の ば ら つ き に よ る 上 式 の 特 性 を あ ら か
じ め 測 定 し て お く こ と で 、 そ の 制 御 系 固 有 の 値 と し て 求 め て お く こ と が で き る 。
こ れ よ り 、 ヒ ー タ 点 灯 デ ュ ー テ ィ の 補 正 係 数 α は 、 下 式 と な る 。
α ＝ Ｗ ０ ／ Ｗ
＝ １ ／ （ ａ ・ （ ｔ ０ ／ ｔ ） ） 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
本 発 明 で は 、 通 常 の ヒ ー タ デ ュ ー テ ィ 制 御 に 対 し 、 （ ２ ） 式 で 得 ら れ た α を 乗 算 す る こ と
に な る 。 こ れ に よ り 、 ヒ ー タ ３ の （ 許 容 公 差 内 で の ） ば ら つ き に 影 響 さ れ る こ と な く 、 公
差 ± ０ 品 ヒ ー タ と 同 等 な 出 力 が 得 ら れ 、 素 早 く 且 つ 不 必 要 な オ ー バ ー シ ュ ー ト を 生 じ ず に
ヒ ー タ ３ を 設 定 温 度 に 到 達 ・ 維 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
な お 、 調 整 モ ー ド の 実 施 タ イ ミ ン グ と し て は 、 ば ら つ き 補 正 の 対 象 が そ の 機 械 特 有 の 部 品
ば ら つ き で あ る た め 、 工 場 出 荷 時 に 最 低 限 行 わ れ る 必 要 が あ る 。 工 場 出 荷 時 の み で あ れ ば
、 通 常 制 御 中 は （ ２ ） 式 で 求 め ら れ た α を 点 灯 デ ュ ー テ ィ に 乗 算 す る の み で あ る の で マ イ
コ ン 負 荷 も 少 な く 、 時 々 刻 々 と 環 境 温 度 が 変 化 す る よ う で あ れ ば 、 よ り 頻 繁 に （ 電 源 Ｏ Ｎ
時 毎 や 待 機 時 な ど に ） 補 正 の た め の デ ー タ 収 集 を 行 い 、 α を 更 新 す る こ と で 対 応 が 可 能 で
あ る 。
但 し 、 ば ら つ き を 発 生 す る の は 機 械 と い う よ り は 、 機 械 に 使 わ れ て い る ヒ ー タ と い う 部 品
で あ る の で 、 そ の 部 品 交 換 時 、 も し く は 定 着 ユ ニ ッ ト の 交 換 時 に は 、 工 場 出 荷 時 と 同 様 な
調 整 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 決 め ら れ た 条 件 下 で の 温 度 ― 時 間 特 性 を 求 め 、 そ
の 傾 き に よ り ヒ ー タ 出 力 の ば ら つ き （ 公 差 ） 具 合 を 検 知 、 補 正 し て い る の で 、 ヒ ー タ の （
許 容 公 差 内 で の ） ば ら つ き に 影 響 さ れ る こ と な く 、 適 正 な ヒ ー タ 出 力 が 得 ら れ 、 素 早 く 且
つ 不 必 要 な オ ー バ ー シ ュ ー ト を 生 じ ず ヒ ー タ を 設 定 温 度 に 到 達 ・ 維 持 す る こ と が 可 能 と な
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る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 定 着 制 御 装 置 の 全 体 構 成 図 。
【 図 ２ 】 調 整 モ ー ド 時 の 定 着 ユ ニ ッ ト 内 の サ ー ミ ス タ の 検 知 温 度 － 時 間 特 性 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 ヒ ー タ の 点 灯 デ ュ ー テ ィ を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 定 着 ユ ニ ッ ト 、 ２ 　 温 度 検 出 素 子 （ サ ー ミ ス タ ） 、 ３ 　 ヒ ー タ 、 ５ 　 Ｃ Ｐ Ｕ （ 制 御 手
段 ）

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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